
　生徒自ら学校生活や学校行事に参加し、充実度８０％と高く、課題研究の発表も、もの作りの基

本が見える。定時制としての環境下で学校に専念しその充実度８０％は高く、さらに５Ｓ活動の実

施など社会人の基本までも学業を通して意識を高めることは、社会人や人として基本までも取り組

まれていることに対して総合的にＡ評価に値する。

令和７年度　学校関係者評価

①

②

　定時制の生活リズムになれたとは言え、４年間の教育期間を乗り越えたことに惜しみない拍手を

送りたい。４年生最後の課題研究については、それぞれのチームで全員が発表したが、入学当初の

事を思い出すと、それは見事な成長ぶりであったことが良くうかがえる。この結果を、悩んでいる

中学生にシッカリ伝えて欲しい。

　組織的、継続的な指導が機能していると思います。これからも引き続きさらなる向上を目指して

ください。

　ある意味個別教授もあり、その苦労もあろうかと思いますが、引き続きの努力をお願いします。

　自己評価は控えめですが、生徒・保護者からの評価も高く、素晴らしいと思います。

先日の課題研究発表会において立派に成長した生徒の皆さんの姿を見て、先生方が生徒に寄り添っ

た指導を行っていただいていることを実感しました。

　ご承知のとおり、感動から意欲ややる気が生じると言われているが、感動場面の多い授業展開を

より一層増やしていただくことを希望する。

　少子化が進む中、定時制ならではの魅力をさらに学外へ発信し、生徒数を確保していくことが課

題だと思います。ものづくりへの興味を引く授業展開や生活体験発表会を通じて、生徒の主体性と

専門性を着実に育んで欲しい。

　生徒の満足度が数値に表れている。すでに社会参画している生徒も多く、指導に当たっての難し

さもあると思いますが、その努力を多とするものです。

　到達度９０％もすごい割合でもあるが、残り１０％の生徒に対しても自己分析からコーディネー

ターを中心にテーマを進める学校側の取組みも大いに評価できます。生徒も好きな課題研究に積極

的になれるかも。

　生徒・保護者からの評価も高く、素晴らしいと思います。

「前工の定時制に進んでよかった」という生徒・保護者の声を中学生により一層アピールし、志願

者の増加につなげてほしいと思います。



③

④

　生徒同士の団結が見えてくる。生徒会中心に７０％の生徒が学校生活に参加し満足している結果

が出ている。学校側も部活を通して人間関係を作る場として紹介しています。定時制という環境下

で入部がむずかしい人も出てくると思います。学校として生徒観察や面談、アンケートにより情報

収集や保護者への連絡指導が、生徒本人の為に早期解決に向かうよう更に期待する。

　自己評価は控えめですが、生徒・保護者からの評価は高く、素晴らしいと思います。近頃、高校

生のＳＮＳによる情報発信が社会問題となっており、ネットリテラシーの向上に、より一層取り組

んでほしいと思います。

　残念ながら、一般社会は、まだまだ定時制高校の内容等についての認識不足が多々あることを感

じている。根本的な対策の検討をお願いしたい。

　生徒・保護者からの評価も高く、素晴らしいと思います。全日制に比べ、様々な課題を抱える生

徒が多い中、着実な進路実績を挙げている先生方の御尽力に敬意を表します。引き続き生徒一人一

人の希望や特性を踏まえた進路指導を行われることを期待します。

　インターンシップの参加者７人の詳細が知りたい。昼間の経験はアルバイト等で参加は難しいと

思われる中での、７人の参加は評価に値すると感じた。

　生徒が安心して過ごせる環境づくりは良くできていると思うので、健康管理の意識向上や進路支

援を強化させることで、より一層充実した学校生活の実現ができるのではないでしょうか。

　自分の健康は自分で守るとの意識づけが重要。「健康第一・安全第一」のスローガンを徹底さ

せ、必要によってはアルバイト先、就業先への協力依頼まで対応できないか。

　全体として学校側は、計画に基づき非常に手厚い進路指導を展開していると思います。記述にあ

るように、メモを書くことの苦手意識を改善できるようなフォローをお願いしたいと思います。

　「働きながら学ぶ」という努力は大変だと思うので、そのサポートについてより一層の努力をお

願いしたい。

　仕事を長く続ける為には、まずその仕事が好きである事が前提になると思う。又、資格を得る取

り組みも本人にとって食べていく種になると思います。進路先が決まっている生徒９０％と高く、

生徒自身が進路確定するまで学校側の支援を継続してもらいたい。



　やはり今後は、より多くの参加者が得られるような方策を検討する必要があるかと思います。

⑤

　少子化、高校無償化など取り巻く環境は大きく変化しているが、定時制を必要とする生徒の門は

開いていなければならない。課題研究発表会の姿には感銘を受けた。

　生徒の将来に向けての講師による講演の取り組みやインターネットのホームページ制作、更新等

の電子化への取り組みも大いに評価できます。又、ホームページの中で生徒自身が制作したり、書

き込み等を行う事ができるよう考えては？ホームページ制作したい生徒もいるかもしれません。

　生徒・保護者からの評価も高く、素晴らしいと思います。生徒の理解力の向上や先生方の負担軽

減のために、効果的にＤＸ化が進むことを期待します。

　デジタル化は概ね良いと考える。

　生徒・保護者からの評価も概ね高く、しっかりと取り組んでいると思います。引き続き社会との

接点づくりに積極的に取り組んでほしいと思います。

　公開授業の参加者少数は、現実の問題として致し方ないと考える。次回こそはと張り切っている

先生方に、水を差すようで申し訳ないと思うが。定時制高校の中身がシッカリ伝わり（先生方が伝

えていないと言っているのではないが）シッカリ伝えてくれれば可能性は十分にあると考える。

⑥

　引き続き、ICTの活用の展開を進め、理解度のバラつきもなくなるようにしてほしいです。

　ICT環境は大きく進み、その活用は期待するところである。

　ICTを活用した授業に対して８０％の生徒が満足している調査結果が出ている。正に今を生きる

生徒たちだと感じた。又、生徒や保護者にもFormsやメールは一般的になっています。その分ICT

を悪用する犯罪も多く発生しています。防犯としての取り組みがこれからは必要になるかも。


